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一 

 

世
界
の
歷
史
は
政
治
の
歷
史
で
あ
る
。
政
治
だ
け
が
世
界
を
か
た
ち
づ
く
る
。

政
治
を
に
な
ふ
も
の
が
世
界
を
に
な
ふ
。「
史
記
」
の
意
味
す
る
政
治
と
は
「
動

か
す
も
の
」
の
こ
と
で
あ
る
。
世
界
を
動
か
す
も
の
の
意
味
で
あ
る
。
歷
史
の
動

力
と
な
る
も
の
、
世
界
の
動
力
と
な
る
も
の
、
そ
れ
が
政
治
的
人
間
で
あ
る
。
政

治
的
人
間
こ
そ
は
「
史
記
」
の
主
體
を
な
す
存
在
で
あ
る
。
政
治
的
人
間
は
、
世

界
の
中
心
と
な
る
。（
中
略
）
政
治
的
人
間
と
し
て
と
り
あ
つ
か
は
れ
た
人
間 

だ
け
が
、
歷
史
の
舞
臺
に
於
て
、
一
つ
の
役
目
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て

役
目
を
も
た
さ
れ
た
人
物
と
し
て
、
歷
史
劇
に
出
場
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 

（『
司
馬 

』） 

 

武
田
泰
淳
が
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
六
月
に
発
表
し
た
『
信
念
』（「
オ
ー

ル
讀
物
」
特
大
号 

文
藝
春
秋
新
社
発
行
）
は
、
凱
旋
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
将

軍
の
銅
像
に
つ
い
て
描
い
た
寓
話
的
短
編
小
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
武
田
泰
淳
が
、
敗

戦
後
の
日
本
の
極
め
て
混
乱
し
た
時
期
に
、
寓
話
と
い
う
か
た
ち
を
と
り
な
が
ら
、
敗

戦
直
後
と
い
う
特
殊
な
「
歷
史
の
舞
臺
」
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
日
本
の
「
政

治
的
人
間
」
達
の
奇
怪
な
「
歷
史
劇
」
を
も
密
か
に
織
り
込
ん
で
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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敗
戦
国
・
日
本
の
屈
折
し
た
複
雑
さ
は
、『
信
念
』
と
い
う
作
品
の
も
つ
多
面
性
に
反

映
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
武
田
泰
淳
自
身
の
心
の
大
き
な
振
幅
が
投
影
さ
れ
て
い

た
し
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
敗
戦
後
の
多
く
の
日
本
人
の
心
の
振
幅
で
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。 

 

筆
者
は
す
で
に
、
拙
稿
「
武
田
泰
淳
著
『
信
念
』
考―

―

占
領
期
の
文
学
と
し
て
の

視
座
か
ら―

―
」
に
お
い
て
、
作
品
が
発
表
さ
れ
た
当
時
の
、
ア
メ
リ
カ
軍
を
中
心
と

す
る
連
合
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ General  H

eadquarters

）
に
よ

る
占
領
下
日
本
と
い
う
極
め
て
特
殊
な
時
代
と
社
会
の
様
相
を
鑑
み
な
が
ら
、
作
品

執
筆
の
着
想
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
七
月
に

行
わ
れ
た
、
日
露
戦
争
の
軍
神
・
廣
瀨
武
夫
中
佐
の
銅
像
の
撤
去
と
い
う
歴
史
的
事
項

を
指
摘
し
、
戦
後
文
学
と
し
て
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
。 

ま
た
、
拙
稿
「
武
田
泰
淳
著
『
信
念
』
考―

―
敗
戦
後
の
自
己
否
定 

三
島
由
紀
夫

著
『
英
靈
の
聲
』
へ
と
繫
が
る
も
の―

―

」
で
は
、
武
田
泰
淳
が
『
信
念
』
に
潜
ま
せ

た
、
敗
戦
後
の
日
本
お
よ
び
日
本
人
を
覆
い
尽
く
し
た
自
己
否
定
の
問
題
、
つ
ま
り
、

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
元
旦
に
発
布
さ
れ
た
天
皇
の
い
わ
ゆ
る
「
人
間
宣
言
」

に
深
く
関
わ
る
複
雑
な
国
民
感
情
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
れ
は
三
島
由
紀
夫
の
『
英

靈
の
聲
』
に
繫
が
る
問
題
で
も
あ
る
。 

本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
拙
稿
に
引
き
続
き
、『
信
念
』
が
発
表
さ
れ
た
当
時
の
、
敗
戦

後
の
癒
し
が
た
い
傷
が
ま
だ
疼
い
て
い
た
、
そ
の
上
さ
ら
に
新
た
な
傷
を
次
々
と
受

け
て
い
っ
た
日
本
人
が
、
考
え
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
は
ず
の
存
在
に
つ
い
て
、

先
の
拙
稿
二
点
を
補
う
も
の
と
し
て
考
察
し
た
い
。 

    

 
 
 
 
 
 
 

二 

  

第
二
次
世
界
大
戦
に
惨
敗
し
た
日
本
の
戦
後
は
、「
政
治
の
歷
史
」
も
ま
た
連
合
国

側
、
と
り
わ
け
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
主
導
に
よ
っ
て
牽
引
さ
れ
展
開
し
て
い
く
。 

そ
の
最
大
の
「
舞
臺
」
の
一
つ
と
な
っ
た
の
が
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
（
東
京
裁
判
）

で
あ
る
。 

 

 

天
皇
の
「
人
間
宣
言
」
の
詔
書
が
公
布
さ
れ
た
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
年
）
一

月
。
同
月
十
九
日
に
は
、
ジ
ョ
セ
フ
・
キ
ー
ナ
ン
法
律
顧
問
が
起
草
し
た
極
東
国
際
軍

事
裁
判
所
条
例
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
官
の
名
で
発
令
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
戦
争
犯

罪
人
（
Ａ
級
・
平
和
に
対
す
る
罪
、
Ｂ
級
・
戦
時
法
規
違
反
の
罪
、
Ｃ
級
・
人
道
に
対

す
る
罪
）
を
審
問
、
処
罰
す
る
た
め
の
裁
判
所
設
置
を
命
令
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
四

月
二
十
六
日
に
は
条
令
改
定
。
四
月
二
十
九
日
に
は
、
以
下
の
Ａ
級
戦
犯
二
十
八
名
の

起
訴
状
を
公
表
し
た
。 

  

・
荒
木

あ

ら

き

貞
夫

さ

だ

お

（
陸
軍
大
将
、
軍
事
参
謀
官
、
陸
相
、
文
相
） 

 

・
土
肥
原
賢
二

ど

ひ

は

ら

け

ん

じ

（
陸
軍
大
将
、
奉
天
特
務
機
関
長
） 

 

・
橋
本
欣
五
郎

は
し
も
と
き
ん
ご
ろ
う

（
陸
軍
大
佐
、
三
月
事
件
・
十
月
事
件
の
首
謀
者
） 

 

・
畑
俊
六

は
た
し
ゅ
ん
ろ
く

（
元
帥
、
陸
相
） 

 

・
平
沼

ひ
ら
ぬ
ま

騏
一
郎

き
い
ち
ろ
う

（
枢
密
院
議
長
、
検
事
総
長
、
右
翼
団
体
「
国
本
社
」
創
設
者
、
首

相
） 

 
・
広
田

ひ

ろ

た

弘こ
う

毅き

（
駐
ソ
大
使
、
首
相
、
外
相
） 

・
星
野

ほ

し

の

直
樹

な

お

き

（
満
州
国
国
務
院
総
務
長
官
、
企
画
院
総
裁
、
東
條
内
閣
書
記
官
長
） 

 

・
板
垣
征
四
郎

い
た
が
き
せ
い
し
ろ
う

（
陸
軍
大
将
、
関
東
軍
総
参
謀
長
、
陸
相
） 

 

・
賀か

屋や

興お
き

宣の
り

（
華
北
の
開
発
社
総
裁
、
蔵
相
） 

 

・
木
戸

き

ど

幸
一

こ
う
い
ち

（
内
相
、
文
相
、
厚
相
） 

(
２) 

(

３) 

(
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・
木き

村む
ら

兵へ
い

太た

郎ろ
う

（
陸
軍
大
将
、
関
東
軍
参
謀
長
、
陸
軍
次
官
、
ビ
ル
マ
方
面
司
令
官
） 

 

・
小
磯

こ

い

そ

国
昭

く
に
あ
き

（
陸
軍
大
将
、
朝
鮮
総
督
、
首
相
） 

 
・
松
井

ま

つ

い

石い
わ

根ね

（
陸
軍
大
将
、
中
支
方
面
最
高
司
令
官
） 

 

・
松
岡

ま
つ
お
か

洋
右

よ
う
す
け

（
満
鉄
総
裁
、
外
相
） 

 

・
南

み
な
み

次じ

郎ろ
う

（
陸
軍
大
将
、
陸
相
、
朝
鮮
総
督
） 

 

・
武
藤

む

と

う

章
あ
き
ら

（
陸
軍
中
将
、
陸
軍
軍
務
局
長
） 

 

・
永
野

な

が

の

修
身

お

さ

み

（
陸
軍
大
将
、
元
帥
、
海
相
、
海
軍
軍
令
部
総
長
） 

 

・
岡お

か

敬た
か

純ず
み

（
海
軍
中
将
、
海
軍
省
軍
務
局
長
） 

 

・
大
川

お
お
か
わ

周
し
ゅ
う

明め
い

（
フ
ァ
シ
ズ
ム
主
義
指
導
者
） 

 

・
大
島

お
お
し
ま

浩
ひ
ろ
し

（
陸
軍
中
将
、
駐
独
大
使
） 

 

・
佐
藤

さ

と

う

賢け
ん

了
り
ょ
う

（
陸
軍
中
将
、
陸
軍
軍
務
局
長
） 

 

・
重
光

し
げ
み
つ

葵
ま
も
る

（
駐
ソ
大
使
、
駐
英
大
使
、
外
相
） 

 

・
嶋
田

し

ま

だ

繁し
げ

太
郎

た

ろ

う

（
海
軍
大
将
、
海
相
） 

 

・
白
鳥

し
ら
と
り

敏
夫

と

し

お

（
外
務
省
情
報
部
長
、
駐
伊
大
使
） 

 

・
鈴
木

す

ず

き

貞
一

て
い
い
ち

（
陸
軍
中
将
、
国
務
相
、
企
画
院
総
裁
） 

 

・
東
郷

と
う
ご
う

茂
徳

し
げ
の
り

（
駐
独
大
使
、
駐
ソ
大
使
、
東
條
内
閣
外
相
） 

 

・
東
條

と
う
じ
ょ
う

英
機

ひ

で

き

（
陸
軍
大
将
、
開
戦
時
首
相
、
陸
相
、
関
東
軍
参
謀
長
） 

 

・
梅
津

う

め

づ

美よ
し

治
郎

じ

ろ

う

（
陸
軍
大
将
、
陸
軍
次
官
、
関
東
軍
司
令
官
、
陸
軍
参
謀
総
長
） 

 
 

そ
し
て
同
年
五
月
三
日
に
は
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
（
東
京
裁
判
）
が
、
東
京
・
市
ヶ

谷
の
旧
陸
軍
士
官
学
校
に
設
置
さ
れ
た
法
廷
に
お
い
て
開
廷
し
た
。 

 

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
十
一
月
四
日
か
ら
は
判
決
の
言
い
渡
し
が
始
ま
り
、

十
一
月
十
二
日
に
は
死
刑
宣
告
を
含
む
判
決
の
言
い
渡
し
が
終
了
し
た
。 

十
二
月
二
十
三
日
午
前
零
時
に
刑
が
執
行
。
東
條
英
機
、
広
田
弘
毅
、
松
井
石
根
、

土
肥
原
賢
二
、
板
垣
征
四
郎
、
木
村
兵
太
郎
、
武
藤
章
の
七
名
の
Ａ
級
戦
犯
が
絞
首
刑

と
な
っ
た
。「
デ
ス
・
バ
イ
・
ハ
ン
ギ
ン
グ
」（death by hanging )

で
あ
る
。
翌
、

十
二
月
二
十
四
日
に
は
未
決
の
Ａ
級
戦
犯
容
疑
者
が
釈
放
さ
れ
た
。 

  

『
信
念
』
が
発
表
さ
れ
た
前
年
末
ま
で
の
と
こ
ろ
で
、
日
本
中
が
騒
然
と
す
る
こ
の

「
歷
史
劇
」
が
、
全
国
民
が
、
さ
ら
に
は
世
界
中
が
注
視
す
る
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。 

 

武
田
泰
淳
が
自
ら
の
作
品
に
『
信
念
』
と
命
名
し
た
時
、
そ
し
て
、
同
時
代
の
少
な

か
ら
ぬ
読
者
も
『
信
念
』
を
読
み
な
が
ら
想
起
し
た
の
は
、「
戰
陣
訓
」
な
ら
び
に
東

條
英
機
ら
の
「
政
治
的
人
間
」
ら
の
存
在
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。 

 

「
戰
陣
訓
」
は
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
一
月
八
日
、
当
時
陸
軍
大
臣
で
あ
っ

た
東
條
英
機
に
よ
っ
て
示
達
さ
れ
た
。
成
立
に
あ
た
っ
て
は
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三

九
）
に
陸
軍
軍
事
課
長
だ
っ
た
岩い

わ

畔く
ろ

豪ひ
で

雄お

の
提
案
に
よ
り
作
成
が
開
始
。
そ
の
時
の

陸
軍
大
臣
は
板
垣
征
四
郎
で
あ
っ
た
。 

 

「
戰
陣
訓
」
の
制
定
は
、
日
中
戦
争
（
当
時
の
呼
称
は
「
支
那
事
変
」「
日
華
事
変
」

「
日
支
事
変
」）
が
拡
大
路
線
を
図
り
長
期
化
し
て
い
く
中
で
、
戦
場
に
お
け
る
兵
隊
の

軍
紀
が
非
常
に
乱
れ
、
本
来
必
要
の
な
い
悪
質
な
暴
行
や
略
奪
が
著
し
く
横
行
し
た

こ
と
に
よ
る
。 

 

す
で
に
神
聖
化
さ
れ
軍
隊
に
と
っ
て
聖
典
と
見
な
さ
れ
て
い
た
「
軍
人
勅
諭
」（
明

治
十
五
年
一
月
四
日
発
布
）
と
と
も
に
、
陸
軍
で
は
、
厳
し
い
行
動
規
範
を
示
し
、
戦

意
を
高
揚
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
次
第
に
、
戦
場
の
兵
隊
た
ち
の

生
と
死
を
強
烈
に
呪
縛
す
る
も
の
に
も
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

「
戰
陣
訓
」
で
、
と
り
も
な
お
さ
ず
名
高
い
の
は
、「
生
き
て
虜
囚
の
辱
を
受
け
ず
」

（「
本
訓 

其
の
二
」―

「
第
八 

名
を
惜
し
む
」）
で
あ
る
が
、「
信
念
」
も
ま
た
、
兵

隊
達
の
思
考
と
行
動
を
支
配
す
る
言
葉
で
あ
っ
た
。 

(

６) 
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先
ず
、「
戰
陣
訓
」
の
構
成
を
示
す
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

「
序
」 

「
本
訓 

其
の
一
」 

「
第
一 

皇
國
」 

「
第
二 

皇
軍
」 

「
第
三 
軍
紀
」 

「
第
四 
團
結
」 

「
第
五 

協
同
」 

「
第
六 

攻
撃
精
神
」 

「
第
七 

必
勝
の
信
念
」 

「
本
訓 

其
の
二
」 

「
第
一 

敬
神
」 

「
第
二 

孝
道
」 

「
第
三 

敬
禮
挙
措
」 

「
第
四 

戰
友
道
」 

「
第
五 

率
先
躬
行
」 

「
第
六 

責
任
」 

「
第
七 

死
生
觀
」 

「
第
八 

名
を
惜
し
む
」 

「
第
九 

質
實
剛
健
」 

「
第
十 

淸
廉
潔
白
」 

「
本
訓 

其
の
三
」 

「
第
一 

戰
陣
の
戒
」（
一
～
九
） 

「
第
二 

戰
陣
の
嗜
」（
一
～
九
） 

「
結
」 

 

 

そ
の
中
で
、「
本
訓 

其
の
一
」
の
「
第
七 

必
勝
の
信
念
」
で
は
、
次
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

信
は
力
な
り
。
自
ら
信
じ
毅
然
と
し
て
戰
ふ
者
常
に
克
く
勝
者
た
り
。 

必
勝
の
信
念
は
千
磨
必
死
の
訓
練
に
生
ず
。
須
く
寸
暇
を
惜
し
み
肝
膽
を
碎
き
、

必
ず
敵
に
勝
つ
の
實
力
を
涵
養
す
べ
し
。 

勝
敗
は
皇
國
の
隆
替
に
關
す
。
光
輝
あ
る
軍
の
歷
史
に
鑑
み
、
百
戰
百
勝
の
傳
統

に
對
す
る
己
の
責
務
を
銘
肝
し
、
勝
た
ず
ば
斷
じ
て
已
む
べ
か
ら
ず
。 

  

さ
ら
に
は
、
以
下
で
も
「
信
念
」
が
謳
わ
れ
て
い
る
。 

 

戰
陣
の
將
兵
、
宜
し
く
我
が
國
體
の
本
義
を
體
得
し
、
牢
固
不
拔
の
信
念
を
堅
持

し
、
誓
つ
て
皇
國
守
護
の
大
任
を
完
遂
せ
ん
こ
と
を
期
す
べ
し
。 

 
 
 
 
 
(｢

本
訓 

其
の
一
」「
第
一 

皇
國｣) 

 
 
 
 
 
 
 

思
想
戰
は
、
現
代
戰
の
重
要
な
る
一
面
な
り
。
皇
國
に
對
す
る
不
動
の
信
念
を
以

て
、
敵
の
宣
傳
欺
瞞
を
破
摧
す
る
の
み
な
ら
ず
、 

ん
で
皇
道
の
宣
布
に
勉
む
べ

し
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(｢

本
訓 

其
の
三
」「
第
一 

戰
陣
の
戒 

四｣) 

 

流
言
蜚
語
は
信
念
の
弱
き
に
生
ず
。
惑
ふ
こ
と
勿
れ
、
動
ず
る
こ
と
勿
れ
。
皇
軍

の
實
力
を
確
信
し
、
篤
く
上
官
を
信
賴
す
べ
し
。 

 
 
 
(｢

本
訓 

其
の
三
」「
第
一 

戰
陣
の
戒 

五｣) 

  

し
か
し
、
当
時
の
国
家
の
リ
ー
ダ
ー
ら
が
、
す
な
わ
ち
「
政
治
的
人
間
」
達
が
、「
必

勝
の
信
念
」「
牢
固
不
拔
の
信
念
」「
皇
國
に
對
す
る
不
動
の
信
念
」
を
説
き
な
が
ら
、
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夥
し
い
数
の
若
者
達
を
絶
望
的
な
「
死
」
に
駆
り
立
て
て
い
っ
た
頃
、
そ
し
て
、
日
本

の
兵
隊
達
が
「
戰
陣
訓
」
の
小
冊
子
を
背
嚢
に
入
れ
、
死
線
を
彷
徨
っ
て
い
た
頃
、
武

田
泰
淳
は
『
司
馬 

』
で
、
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 
司
馬 
は
生
き
恥
さ
ら
し
た
男
で
あ
る
。
士
人
と
し
て
普 

な
ら
生
き
な
が

ら
へ
る
筈
の
な
い
場
合
に
、
こ
の
男
は
生
き
殘
つ
た
。
口
惜
し
い
、
殘
念
至
極
、 

 

な
や
、 

 
谷
ま
つ
た
、
と
知
り
な
が
ら
、
お
め
〳
〵
と
生
き
て
ゐ
た
。 

 
 

史
記
的
世
界
は
要
す
る
に
困
つ
た
世
界
で
あ
る
。
世
界
を
司
馬 

の
や
う
に

考
へ
る
の
は
、
困
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
に
世
界
の
中
心
を
信
じ
ら
れ
ぬ
點
、

現
代
日
本
人
と
全
く
對
立
す
る
。
中
心
を
信
じ
る
か
、
信
じ
な
い
か
、
こ
れ
で
兩

者
永
久
に
相
遭
へ
ぬ
こ
と
と
な
る
。
日
本
は
世
界
の
中
心
な
り
と
信
じ
て
ゐ
る

日
本
人
、
か
つ
そ
の
持
續
を
信
じ
て
ゐ
る
日
本
人
か
ら
す
れ
ば
、
武
帝
を
信
じ
ら

れ
ぬ
司
馬 

如
き
は
、
不
忠
き
は
ま
り
な
い
。
宮
刑
で
は
足
り
ぬ
、
死
刑
に
處
し

て
も
良
い
の
で
あ
る
。 

司
馬 

は
、
史
記
的
世
界
を
創
り
出
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
そ
の
中
心
が
信
じ

ら
れ
な
く
な
り
、
人
間
不
信
に
陷
つ
た
。
日
本
人
を
優
秀
人
間
と
し
て 
對 

し

て
ゐ
る
我
々
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
飛
ん
で
も
な
い
所
業
で
あ
る
。
我
々
の
場
合

は
日
本
及
び
日
本
の
中
心
を
信
ず
る
こ
と
の
み
が
、
歷
史
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
以
外
に
方
途
は
あ
り
得
な
い
。
冷
靜
に
批
判
な
ど
し
て
ゐ
た
の
で
は
、

「
日
本
世
家
」「
日
本
本
紀
」
は
危
殆マ

マ

に
瀕
す
る
。 

間
的
に
世
界
を
考
へ
る
と
言

ふ
態
度
は
、
行
動
者
の
態
度
で
は
な
く
、
後
か
ら 

て
ゐ
る
傍
觀
者
の
態
度
で
あ

る
。 

に
批
判
精
神
で
あ
る
か
ら
「
海
行
か
ば
」
の
聲
は
生
れ
な
い
。 

 

眞
珠
灣
頭
少
年
飛
行
士
の
信
念
を
羨
む
の
み
で
あ
る
。
莞
爾
と
し
て
降
下
す

る
彼
等
の
眼
底
胸
中
に
は
、
史
記
的
世
界
な
ど
影
も
と
ど
め
な
か
つ
た
で
あ
ら

う
か
ら
。 

 

武
田
泰
淳
は
、
も
は
や
「
世
界
の
中
心
を
信
じ
ら
れ
」
な
く
な
っ
た
司
馬 

を
語
り

な
が
ら
、
そ
こ
に
自
己
を
仮
託
し
な
が
ら
、「
必
勝
の
信
念
」「
牢
固
不
拔
の
信
念
」「
皇

國
に
對
す
る
不
動
の
信
念
」
な
ど
信
じ
ら
れ
な
い
人
間
を
描
い
て
い
た
の
で
あ
る
。 

  

武
田
泰
淳
は
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
出
征
し
て
か
ら
、「
史
記
」
に
つ
い

て
考
え
始
め
た
と
い
う
。
激
し
い
戦
地
生
活
を
送
る
う
ち
に
、「
歷
史
の
き
び
し
さ
、

世
界
の
き
び
し
さ
、
つ
ま
り
現
實
の
き
び
し
さ
を
考
へ
る
場
合
に
、
何
か
よ
り
ど
こ
ろ

と
な
り
得
る
も
の
が
、『
史
記
』
に
は
有
る
、
と
思
は
れ
た
」
と
い
う
。
昭
和
十
四
年

（
一
九
三
九
）
に
復
員
し
て
か
ら
も
、「
史
記
」
に
つ
い
て
考
え
続
け
た
が
、「
三
年
間
、

自
分
の
位
置
を
定
め
る
こ
と
が
、
出
來
な
か
つ
た
」
と
い
う
。
そ
の
「
低
迷
徘
徊
」
は
、

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
八
日
ま
で
、
つ
ま
り
開
戦
の
日
ま
で
続
い
た
と
い

う
。
そ
し
て
、
一
年
後
の
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
十
二
月
、
漸
く
書
き
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
。『
司
馬 

』
の
刊
行
は
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
四
月
で

あ
る
。 

 

日
中
戦
争
（
支
那
事
変
）
に
召
集
さ
れ
実
際
に
二
年
間
の
兵
隊
生
活
を
送
っ
た
武
田

泰
淳
に
と
っ
て
、「
戰
陣
訓
」
で
鼓
舞
さ
れ
た
も
の
は
、
戦
地
に
お
け
る
実
際
の
人
間

の
姿
と
は
実
に
か
け
離
れ
た
空
疎
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。 

  

東
洋
の
最
古
の
兵
書
『
孫
子
』
で
は
、
戦
争
の
本
質
、
そ
し
て
軍
隊
を
率
い
る
将
軍

の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

  
 

兵
者
國
之
大
事 
兵
と
は
國
の
大
事
な
り 

 
(

７) 

(

８) 
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死
生
之
地 

 
 

死
生
の
地 

 
 

存
亡
之
道 

 
 

存
亡
の
道 

 
 

不
可
不
察
也 

 

察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り 

(｢

計
編 

第
一｣) 

（
戦
争
と
は
国
家
の
重
大
事
で
あ
る
。国
民
の
生
死
が
決
ま
る
場
所
で
あ
り
、

国
家
の
存
亡
の
分
か
れ
る
道
で
あ
る
か
ら
、十
分
に
熟
考
し
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。） 

  
 

故
兵
貴
勝 

 
 
 

故
に
兵
は
勝
つ
こ
と
を
貴
ぶ 

 
 

不
貴
久 

 
 
 
 

久
し
き
を
貴
ば
ず 

 
 

故
知
兵
之
蔣 

 
 

故
に
兵
を
知
る
の
蔣
は 

 
 

生
命
之
司
命 

 
 

生
命
の
司
命 

 
 

國
家
安
危
之
主
也 

國
家
安
危
の
主
な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(｢

作
戰
篇 

第
二｣) 

（
戦
争
と
は
勝
つ
こ
と
を
重
視
し
、
長
引
く
こ
と
は
よ
く
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、
戦
争
と
い
う
も
の
を
よ
く
知
っ
て
い
る
将
軍
は
、
民
の
生
死
を
司
り
、
国

家
の
安
危
を
決
め
る
者
で
あ
る
。） 

  

日
本
の
「
政
治
的
人
間
」
達
が
、「
死
生
之
地
」「
存
亡
之
道
」
に
つ
い
て
、
熟
慮
の

上
に
熟
慮
を
重
ね
て
戦
争
を
開
始
し
た
か
。「
不
貴
久
」
で
あ
る
戦
争
が
、
な
ぜ
十
五

年
戦
争
と
も
称
さ
れ
る
ほ
ど
ず
る
ず
る
と
長
期
化
し
て
し
ま
っ
た
の
か
。『
司
馬 

』

の
中
で
『
孫
子
』
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
武
田
泰
淳
な
ら
思
い
巡
ら
さ
な
か
っ
た
は

ず
は
な
い
。 

 

そ
し
て
日
本
は
、「
貴
勝
」
ど
こ
ろ
か
惨
敗
を
喫
す
る
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

三 

  

さ
て
、『
信
念
』
に
は
、
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
た
「
信
念
」
と
い
う
言
葉
が
、
作
品
中

に
一
度
も
出
て
来
な
い
。
で
は
、「
信
念
」
と
は
い
っ
た
い
誰
に
と
っ
て
の
信
念
な
の

で
あ
ろ
う
か
。 

 

そ
れ
は
、
息
子
を
兵
隊
に
と
ら
れ
た
老
婆
（
母
親
）
で
あ
る
。 

 

老
婆
が
息
子
の
生
還
を
祈
っ
て
毎
日
仰
ぎ
見
て
い
た
将
軍
の
銅
像
は
、
あ
る
日
、
青

年
達
に
よ
っ
て
打
ち
倒
さ
れ
る
。 

 

悲
嘆
に
く
れ
る
老
婆
は
、
銅
像
の
土
台
に
し
ゃ
が
み
込
み
、
そ
ば
に
い
る
男
が
銅
像

の
本
人
・
将
軍
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
ぬ
ま
ま
、
語
り
始
め
る
。 

 

「
こ
の
方
は
偉
い
お
人
だ
つ
た
の
に
」 

「
な
に
し
ろ 

骨
も
公
報
も
あ
て
に
な
り
ま
せ
ん
で
。
あ
て
に
な
る
の
は
こ
の
御

方
だ
け
で
す
か
ら
」 

「
あ
の
方
が
生
き
て
ご
ざ
ら
つ
し
や
れ
ば
、
伜
も
生
き
て
る
で
さ
。
あ
の
方
が
死

に
な
さ
つ
た
ら
、
伜
も
死
ん
で
る
で
さ
」 

  

老
婆
の
息
子
は
、
将
軍
の
師
団
に
入
隊
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
戦
死
公
報

も
遺
骨
も
届
い
た
今
と
な
っ
て
も
、
将
軍
の
存
在
だ
け
に
、
息
子
の
生
還
の
唯
一
の
希

望
を
懸
け
て
い
る
の
で
あ
る
。 

一
方
、
将
軍
は
、
そ
の
日
か
ら
老
婆
に
遇
う
の
を
恐
れ
た
。
そ
し
て
、「
自
分
の
分

身
」
と
も
言
え
る
銅
像
が
、「
み
じ
め
に
、
ぶ
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
」
を
悲
し
み
、「
い
つ

そ
堀
の
中
ヘ
落
ち
て
し
ま
へ
ば
い
い
の
に
」
と
、
人
知
れ
ず
銅
像
を
堀
に
落
そ
う
と
努

力
す
る
。
そ
し
て
、
と
う
と
う
銅
像
を
堀
の
底
に
引
き
ず
り
落
と
し
沈
ま
せ
た
の
だ
っ
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た
。 

 

突
然
、 

い
力
で
背
を
突
か
れ
、
彼
は
前
の
め
り
に
倒
れ
た
。「
何
て
い
ふ
こ

と
を
す
る
だ
！ 

罰
あ
た
り
！
」
あ
の
老
婆
が
怒
り
に
小
さ
な
身
體
を
ふ
る
は
せ

な
が
ら
夕
闇
の
中
に
立
つ
て
ゐ
た
。「
あ
の
御
方
に
對
し
て
、
何
て
ま
ね
を
す
る

だ
あ
、
あ
の
御
方
に…

…

」
老
婆
は
彼
を
呪
ひ
、
彼
に
向
つ
て
唾
を
は
き
か
け
、

泣
き
叫
び
な
が
ら
丘
の
路
を
走
り
降
り
て
行
つ
た
。 

  

将
軍
の
銅
像
を
毎
日
仰
ぎ
見
る
こ
と
で
息
子
の
生
還
を
固
く
信
じ
て
き
た
老
婆
に

と
っ
て
、
将
軍
の
銅
像
が
青
年
達
に
よ
っ
て
引
き
倒
さ
れ
た
こ
と
は
、
悲
痛
の
極
み
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
さ
ら
に
、
将
軍
の
存
在
だ
け
が
息
子
の
生
還
の
一
縷
の
希

望
で
あ
る
と
打
ち
明
け
た
相
手
の
男
に
よ
っ
て
、
銅
像
は
も
は
や
見
る
こ
と
も
触
る

こ
と
も
で
き
な
い
堀
の
底
へ
と
ず
り
落
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
老
婆
に
と
っ
て
の

た
っ
た
ひ
と
つ
の
希
望
が
絶
望
の
淵
に
落
と
さ
れ
た
の
に
等
し
い
。 

 

し
か
し
、
泣
き
叫
び
な
が
ら
丘
を
降
り
て
行
っ
た
老
婆
は
、
こ
の
男
こ
そ
が
将
軍
で

あ
る
こ
と
を
最
後
ま
で
知
ら
な
い
。 

  

国
が
敗
れ
た
今
、
こ
れ
か
ら
新
し
い
社
会
と
時
代
を
築
い
て
い
こ
う
と
、
つ
い
こ
の

前
ま
で
国
家
の
英
雄
で
あ
っ
た
将
軍
の
銅
像
を
引
き
倒
し
た
青
年
達
。 

 

老
婆
か
ら
息
子
の
話
を
聞
い
た
時
、
自
分
こ
そ
が
そ
の
師
団
を
指
揮
し
た
将
軍
で

あ
る
と
名
乗
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
将
軍
。
凱
旋
で
き
ず
、
自
分
は
生
き
残
り
、
老

婆
の
息
子
を
は
じ
め
兵
隊
達
は
戦
死
し
て
も
、
せ
め
て
師
団
の
様
子
を
老
婆
に
語
っ

た
な
ら
ば
、
老
婆
は
悲
嘆
の
中
に
も
、
あ
る
種
の
救
い
を
見
つ
け
出
す
一
歩
と
な
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。 

 

 

『
孫
子
』
に
は
、
理
想
と
す
る
将
軍
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。 

  
 
 

卒
如
嬰
児 

 
 
 

卒
を 

る
こ
と
嬰
児
の
如
し 

 
 

故
可
與
之
赴
深
谿 

 

故
に
こ
れ
と
深
谿
に
赴
く
べ
し 

 
 
 

卒
如
愛
子 

 
 
 

卒
を 

る
こ
と
愛
子
の
如
し 

 
 

故
可
與
之
倶
死 

 
 

故
に
こ
れ
と
倶
に
死
す
べ
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(｢

地
形
編
」
第
十) 

  

老
婆
が
固
く
信
じ
て
い
た
の
は
、
息
子
が
将
軍
の
師
団
に
入
隊
し
た
か
ら
に
は
、
自

分
に
代
わ
っ
て
将
軍
が
「
如
嬰
児
」「
如
愛
子
」、
息
子
を
見
て
く
れ
て
い
る
は
ず
だ
と

い
う
、
母
な
る
も
の
の
一
途
な
思
い
に
尽
き
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。 

 

青
年
達
の
よ
う
に
戦
前
の
権
威
や
体
制
を
否
定
し
、
新
し
い
社
会
や
時
代
を
築
く

べ
く
、
前
向
き
に
生
き
て
い
こ
う
と
意
欲
的
に
進
み
始
め
た
者
達
。
将
軍
の
よ
う
に
実

は
敗
戦
ま
で
の
過
去
を
引
き
摺
り
な
が
ら
、
過
去
の
自
分
を
自
ら
否
定
し
、
本
来
負
う

べ
き
責
任
も
捨
て
去
っ
て
行
っ
た
者
達
。 

 

一
方
で
、
決
し
て
帰
る
こ
と
の
な
い
息
子
を
待
ち
続
け
て
い
る
老
婆
。 

 

老
婆
の
「
信
念
」
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
、
宙
を
彷
徨
っ
て
い
る
か
の
如
き
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 

四 

  

天
皇
の
「
人
間
宣
言
」
で
は
、「
新
日
本
ヲ
建
設
ス
ベ
シ
」
と
謳
わ
れ
た
。 

 

極
東
国
際
軍
事
裁
判
（
東
京
裁
判
）
で
は
、「
政
治
的
人
間
」
達
の
う
ち
、
あ
る
者

達
は
消
え
て
い
き
（
前
述
し
た
よ
う
に
、
東
條
英
機
ら
七
名
の
Ａ
級
戦
犯
は
絞
首
台
の

露
と
消
え
た
）、
ま
た
あ
る
者
達
は
、
再
び
「
政
治
的
人
間
」
と
し
て
生
き
は
じ
め
た
。 
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夥
し
い
数
の
戦
死
者
達
と
計
り
知
れ
な
い
犠
牲
を
は
ら
っ
た
大
戦
争
の
後
、
次
は
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
占
領
下
日
本
と
い
う
「
政
治
の
歷
史
」「
歷
史
の
舞
臺
」
が
確
実
に
動

き
出
し
て
い
た
。 

  

『
信
念
』
と
同
じ
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
発
表
さ
れ
た
「
勸
善
懲
惡
に
つ

い
て
」
で
、
武
田
泰
淳
は
東
條
英
機
に
言
及
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

東
條
は
か
つ
て
、
日
本
國
の
最
大
の 

力
者
で
あ
り
ま
し
た
。
彼
は
日
本
國
民

を
支
配
し
た 

對
者
で
あ
り
ま
し
た
。
牢
獄
の
片
隅
に
、
ま
た
は
生
き
の
こ
り
の

自
由
主
義
者
の
心
理
の
ひ
だ
の
下
に
、
わ
づ
か
な
反
抗
は
あ
り
ま
し
た
が
、
彼
は

た
し
か
に
戰
時
中
、
あ
た
か
も
自
己
が
最 

者
で
あ
る
と
と
も
に
最
善
者
で
あ

る
が
如
く
ふ
る
ま
ひ
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
國
民
も
ま
た
彼
が
た
ん
な

る 

者
で
な
く
、
日
本
的
善
な
る
も
の
の
代
表
者
で
あ
る
か
の
ご
と
き
魔
術
的

印
象
を
う
け
と
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
自
分
た
ち
を
榮
光
と
幸
福
へ
み
ち
び
く
勇
氣

り
ん
〳
〵
た
る
指
導
者
と
し
て
彼
を
信
じ
、
或
は
信
じ
て
ゐ
る
か
の
如
き
興
奮

状
態
に
お
ち
入
り
ま
し
た
。
彼
の
命
令
は
善
で
あ
り
、
そ
の
逆
は
惡
で
あ
る
か
の

や
う
で
さ
へ
あ
り
ま
し
た
。
イ
ヤ
、
そ
の
や
う
な
心
理
法
則
が
存
在
し
て
ゐ
た
と

言
つ
て
も
い
い
く
ら
い
で
す
。
そ
し
て
も
し
あ
の
場
合
、
日
本
が
勝
ち
つ
づ
け
、

彼
が
ま
す
〳
〵
そ
の 

者
ぶ
り
を
發
揮
し
つ
づ
け
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
奇
妙
な

心
理
法
則
は
何
の
う
た
が
ひ
も
な
く
保
存
さ
れ
て
行
つ
た
に
ち
が
ひ
な
い
の
で

す
。
つ
ま
り
東
條
的
支
配
力
よ
り
、
更
に 

力
な
民
主
國
家
の
支
配
が
出
現
し
て
、

彼
を
打
ち
負
か
さ
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
そ
の
當
時
の
狂
信
的
國
民
心
理
に
と
つ

て
、
彼
は
依
然
と
し
て
善
そ
の
も
の
の
如
く
存
在
し
得
た
の
で
す
。
彼
が
最
善
者

で
あ
る
と
い
ふ
迷
信
は
、
彼
よ
り 

力
な
る
も
の
の
出
現
に
よ
つ
て
、
た
だ
そ
れ

の
み
に
よ
つ
て
は
じ
め
て
消
え
去
つ
た
の
で
す
。
ほ
か
の
何
物
で
も
な
く
、
た
だ

そ
れ
の
み
に
よ
つ
て…

…

。
そ
し
て
今
や
全
く
新
し
い 

力
者
、
第
二
第
三
の 

 

力
な
る 

對
者
が
、
善
の
神
と
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

善
惡
を
考
へ
る
場
合
、 

弱
を
も
考
へ
あ
は
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と

は
、
た
と
へ
一
時
的
現
象
に
し
て
も
何
と
な
く
暗
い
、
悲
し
げ
な
雰
圍
氣
を
持
つ

て
ゐ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
全
く
新
し
い 

力
者
」、「
第
二
第
三
の 

力
な
る 

對
者
」、「
善
の
神
と
化
し
つ

つ
あ
」
る
存
在
の
出
現
、
つ
ま
り
、
早
く
も
新
た
な
信
念
を
有
形
無
形
の
か
た
ち
で
強

い
る
存
在
の
出
現
を
、
す
で
に
武
田
泰
淳
は
感
知
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。 

 

そ
れ
は
、
第
二
第
三
の
「
老
婆
」
を
誕
生
さ
せ
る
可
能
性
へ
の
予
言
と
も
言
え
る
。 

  

武
田
泰
淳
は
、『
信
念
』
を
決
し
て
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
視
点
で
描
い
た
の
で
は
な

い
。
冷
酷
非
情
に
展
開
す
る
「
世
界
の
歷
史
」「
政
治
の
歷
史
」
の
中
で
、「
銅
像
」
と

い
う
偶
像
は
必
ず
や
い
つ
も
存
在
し
、
そ
の
「
銅
像
」
に
そ
れ
ぞ
れ
の
「
信
念
」
を
懸

け
ね
ば
生
き
て
い
く
こ
と
の
で
き
な
い
者
も
や
は
り
ま
た
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

   

注 

（
１
）
東
洋
思
想
叢
書
『
司
馬 

』
昭
和
十
八
年
四
月 

日
本
評
論
社 

（
２
）「
上
田
女
子
短
期
大
学 

紀
要
」（
第
四
十
四
号 

令
和
三
年
一
月
） 

（
３
）
上
田
女
子
短
期
大
学
総
合
文
化
研
究
所
「
學
海
」（
第
七
号 

令
和
三
年
三
月
） 

（
４
）
本
稿
は
、
先
行
の
拙
稿
二
点
と
重
複
す
る
箇
所
が
あ
る
。
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ

た
い
。 

（
５
）
二
十
八
名
の
階
級
や
職
位
に
つ
い
て
は
、『
昭
和
史
全
記
録
』（
毎
日
新
聞
社 

昭

(

９) 
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和
六
十
四
年
三
月 

370
～
371
頁
）、『
東
京
裁
判
』
日
暮
吉
延
著
（
講
談
社
現

代
新
書 

平
成
十
九
年
一
月 

107
頁
）
を
参
照
し
た
。 

（
６
）『
東
條
英
機
』
一
ノ
瀬
俊
也
著
（
文
春
新
書 

令
和
二
年
七
月 

144
頁
）
に
拠

る
。 

（
７
）
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
雑
誌
「
進
路
」
に
発

表
さ
れ
、
翌
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
三
月
、
思
索
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た

『
蝮
の
す
ゑ
』
で
は
、「
信
念
」
な
ど
持
た
な
く
て
も
生
き
て
い
ら
れ
る
人
間
の

姿
が
、
以
下
の
よ
う
に
よ
り
明
確
に
語
ら
れ
て
い
る
。 

 

「
生
き
て
行
く
こ
と
は
案
外
む
づ
か
し
く
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
」 

 
 

（
中
略
） 

「
と
も
か
く
、
み
ん
な
か
う
し
て
生
き
て
ゐ
る
以
上
は
」 

 
 

（
中
略
） 

「
戰
爭
で
敗
け
よ
う
が
、
國
が
な
く
な
ら
う
が
、
生
き
て
い
け
る
こ
と
は
た

し
か
だ
な
」 

 

私
は
、
か
つ
て
上
海
へ
來
る
前
も
來
て
か
ら
も
、
よ
く
勉 
し
、
よ
く
働

き
、
よ
く
考
へ
た
。
そ
の
時
、
私
は
誰
か
ら
も
信
用
さ
れ
な
か
つ
た
。
終

戰
後
、
私
は
勉 

も
せ
ず
、
働
か
ず
、
考
へ
も
し
な
か
つ
た
。
し
か
し
私

は
今
ま
で
か
つ
て
な
い
程
、
價
値
、
、
あ
る
、
、
人
物
、
、
と
化
し
つ
つ
あ
つ
た
。
私
は

も
は
や
理
想
も
な
く
、
信
念
も
な
く
、
只
生
存
し
て
ゐ
た
。
さ
う
い
ふ
私

こ
そ
、
人
々
は
必
要
と
す
る
ら
し
く
見
え
た
。 

 
 (

傍
点
原
文
の
マ
マ) 

 

（
８
）
以
下
、『
司
馬 

』
執
筆
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
司
馬 

』
の
「
自
序
」
で
武

田
泰
淳
自
ら
が
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

（
９
）「
表
現
」（
昭
和
二
十
四
年
四
月 

角
川
書
店
） 
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